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九
月
定
例
町
議
会
終
る
〃

、
地
方
財
政
危
機
打
開
と
確
立
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

前
田
議
員
提
案
の
最
近
の
地
方
財

政
は
経
済
悪
化
に
よ
リ
危
機
の
事

態
に
立
ち
至
っ
て
い
る
の
で
国
に

対
し
諸
施
策
措
置
の
意
見
書
を
椹

出
す
る
事
を
決
議
由

一
、
昭
和
四
十
九
年
度
西
桂
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
才
入
才
出
決

筑
認
定
状
況

十
二
謝
案
を
可
決

　
昭
和
五
十
年
九
月
定
例
町
議
会
は

九
月
三
十
目
よ
リ
十
五
日
間
の
、
十

月
十
四
日
ま
で
の
会
期
を
も
っ
て
開

会
さ
れ
、
町
長
提
案
十
一
議
案
、
議

員
提
案
一
識
案
を
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し

た
。　
第
一
日
目
＾
九
月
三
十
目
）

　
第
一
一
日
目
＾
十
月
　
六
日
〕

　
第
一
一
百
目
（
十
月
　
九
目
）

識
貝
全
員
出
席
し
、
慣
重
審
議
Ｌ
、

第
三
日
目
は
、
活
発
な
る
一
般
質
間

を
行
っ
た
。
＾
別
紙
の
通
り
で
す
一

一
、
専
決
処
分
事
項
の
報
告

処
分
を
し
た
。

蕪
税
率
の
引
上
に
伴
う
改
正
を
八

　
月
二
十
一
一
一
日
専
決
処
分

昭
和
五
十
年
度
西
桂
町
一
般
会

計
補
正
予
算
〔
第
三
号
〕
認
定

　
保
育
所
の
附
属
工
事
、
給
食
備
品

西
桂
水
道
協
会
施
設
補
助
金
、
小
中

学
校
費
、
体
協
選
手
派
遣
費
、
消
防

ポ
ン
プ
購
入
費
等
、
九
百
二
拾
六
万

五
千
円
を
補
正

＾
十
月
十
四
目
自
然
閉
会
〕

、
昭
和
五
十
年
度
西
桂
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
＾
第

二
号
一
議
定

町
道
路
線
変
更
に
つ
い
て

駅
裏
線
が
立
派
に
仕
上
っ
た
の
で

町
道
に
認
定

、
西
桂
町
教
育
委
買
会
委
員
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
に
つ
い
て

（
三
議
案
と
し
て
上
程
〕

欠
貝
だ
っ
た
二
名
と
任
期
満
了
の

一
名
を
任
命

　
前
田
虎
雄
　
下
暮
地

小
林
金
雄
上
　
町

渡
辺
種
美
柿
　
圃

、
昭
和
四
十
九
年
度
西
桂
町
一
股

会
計
才
入
才
出
決
算
議
定
状
況

入

、
西
桂
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給

及
ぴ
援
護
資
金
の
貸
付
け
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

一
、
西
桂
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　
清
掘
…
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　
正
　
し
尿
収
集
運
搬
手
数
料
の
改
正

◎
百
り
ツ
ト
ル
以
上
一
一
一
〇
〇
円

　
百
リ
ツ
ト
ル
を
こ
え
る
分

　
　
十
リ
リ
ト
ル
に
付
一
一
一
〇
円

｛
，
…
－
－
弓
－
－
１
…
－
｛
－
｛
－
－

酉
桂
町
識
員
チ
ー
ム

性竈別虚出状況

竈
戦
す
る
も
惜
敗
／

８的別ｏ出状況

　
昭
和
五
十
年
度
南
都
留
郡
町
村
議

会
議
員
親
睦
ソ
７
ト
ポ
ー
ル
大
会
が

十
月
十
一
日
秋
山
村
小
、
中
学
校
校

庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
対
戦
は

勝
山
村
議
員
チ
ー
ム
＾
優
勝
チ
ー
ム
〕

　
日
項
の
練
習
を
出
し
切
っ
て
、
善

戦
健
斗
む
な
し
く
惰
敗
し
た
由

西
桂

勝
山

ｌ
０
２
５
０
一
８

　
　
　
　
　
一
Ａ

Ｏ
ｌ
０
２
６
一
９
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９月定例町聰会
　’』・ 山町長町政に対する取組み方について

英
知
と
勇
断
を
も
っ
て
桂

コ
三
ユ
ニ
テ
ィ
ー
が
昭
和

四
十
七
年
立
案
さ
れ
町
民

体
育
館
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
・

保
育
所
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ｏ
ー
ド
、
水
遊
ぴ
場
等
、

　
　
　
　
施
設
と
施
設
の

間
に
広
大
な
織
の
庭
、
大

駐
車
場
等
を
含
め
た
一
大

福
祉
ラ
ン
ド
と
し
て
、
三

千
六
百
八
十
坪
を
要
す
る

大
事
業
に
対
し
諸
先
輩
の

ご
努
カ
に
改
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
一
号
計
画
と
し
て
町

立
保
育
所
が
完
成
し
、
第

二
号
計
画
と
し
て
中
学
校

屋
内
運
動
場
を
新
築
中
で

あ
り
ま
す
が
、
当
初
計
画

よ
り
、
国
の
補
瑚
と
起
債

の
関
係
で
名
称
．
は
変
っ
た

が
、
町
民
体
育
の
錬
成
を

含
め
た
大
型
体
育
館
で
あ

り
ま
す
坦

　
引
き
続
い
て
何
を
す
ぺ

き
か
、
検
討
を
加
え
「
財

政
面
か
ら
の
検
討
の
結
果

今
後
の
計
画
概
要
を
申
し
■

上
げ
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。

　
こ
の
事
業
を
押
し
進
め
て
行
く
上

に
最
も
困
難
な
問
題
と
。
し
て
、
土
地

の
段
差
の
あ
る
事
、
犬
き
な
施
設
を

作
る
上
に
極
め
て
不
利
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
解
消
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
、
こ
れ
に
は
大
き
な
費
用
が
必
要

で
あ
る
が
、
解
決
Ｌ
な
が
・
■
進
め

わ
ぱ
な
リ
ま
せ
ん
回
■

　
次
に
、
進
入
路
蛙
備
で
あ
り
ま
す
．

基
本
的
に
は
現
在
中
学
校
と
併
用
で

す
が
、
南
側
河
川
の
ド
テ
と
の
聞
に

確
然
と
し
た
進
入
路
を
施
行
し
た
い
。

　
次
に
桂
］
ミ
ュ
一
一
テ
ィ
ー
当
初
計

画
を
一
部
変
更
致
し
た
い
・
。
そ
れ
は

サ
イ
ク
リ
ン
グ
回
－
ド
配
置
計
画
で

自
動
車
道
と
の
共
用
で
危
険
度
が
高

く
、
短
い
延
畏
を
考
え
る
と
こ
れ
を

廃
止
Ｌ
た
い
。

　
次
に
水
遊
び
場
、
小
公
園
は
中

止
Ｌ
た
い
と
考
え
る
。

　
現
在
の
ま
ま
の
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
敷
地

は
、
他
建
物
と
比
ぺ
一
番
少
な
い
。

多
少
の
費
用
を
か
け
、
埋
め
立
て
て

公
圃
的
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
尚
、
保
育
所
、
屋
体
の
路
眉
の
整

備
及
ぴ
道
路
改
修
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
当
面
は
環
境
整
備
を
、
又
財
源
の

備
蓄
を
し
、
五
十
二
年
度
に
着
手
し

た
い
と
考
え
て
お
リ
ま
す
。

改
良
工
事
に
つ
い
て

　
そ
の
他
、
農
業
土
木
、
公
共
土
木

事
業
等
は
年
間
約
二
千
万
円
を
計
上

し
て
事
業
を
継
統
し
て
行
き
た
い
白

犬
畑
唐
沢
線
の
故
良
工
事
を
は
じ
め

池
の
頭
２
号
線
、
柳
溝
線
、
滝
入
り

中
野
線
、
四
方
内
線
、
穴
□
用
水
、

継
続
事
業
と
し
て
小
沼
農
適
、
入
田

農
遣
を
計
画
致
し
て
お
リ
ま
す
晶

一
般
質
問
の
概
要

日
月
利
秋
ｍ
＾
　
町
長
に
財
政
、
福

祉
、
地
場
産
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
就
任
に
際
し
四
項
目
の
基
本
施
政

を
示
さ
れ
町
民
総
参
加
を
推
進
し
て

い
く
事
を
述
ぺ
た
が
、
健
全
財
政
の

確
立
は
、
今
後
の
財
政
見
含
せ
継
統

事
業
を
当
面
推
進
と
云
い
ま
す
が
、

不
況
の
現
在
、
足
も
と
か
ら
正
す
ぺ

き
だ
と
思
う
、
事
務
量
増
犬
の
地
方

行
政
だ
が
、
い
た
づ
ら
に
職
員
増
を

す
る
事
な
く
、
住
民
サ
ー
ビ
又
に
務

め
て
戴
き
た
い
と
恩
う
が
そ
の
意
向

は
、
次
に
地
場
産
業
の
振
興
、
若
い

者
の
定
渚
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
、
新

規
産
業
の
導
入
、
販
路
の
開
拓
、
新

さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
方
針
は
、

§
弁
内
豊

　
健
金
財
政
確
立
で
す
が
、
就
任
当
■

時
よ
リ
一
層
の
深
刻
化
し
て
い
る
回

人
件
費
は
節
約
し
、
職
貝
は
７
ル
に

働
き
オ
ー
パ
ロ
ー
ド
に
近
い
、
然
し

意
を
さ
せ
て
お
り
住
民
の
意
見
も
き

き
た
い
。
尚
四
年
間
の
事
業
に
つ
い

．
て
は
別
途
Ｌ
た
の
で
了
解
を
ほ
Ｌ
い
曲

　
織
物
振
興
対
策
は
、
行
政
に
粋
が

あ
り
、
業
者
団
体
等
が
結
束
し
て
行

う
有
効
適
切
な
事
業
に
協
力
を
惜
ま

ず
応
分
の
助
成
を
致
し
ま
す
。

　
若
者
定
着
は
、
一
端
で
す
が
施
設

等
を
整
え
て
励
み
と
し
一
蛾
く
考
え

で
あ
る
。

　
福
祉
再
生
産
と
は
、
援
助
を
受
け

る
と
云
う
だ
け
で
な
く
、
働
く
意
欲

を
出
し
、
再
起
を
図
る
手
助
け
で
あ

る
と
・
考
え
ま
す
。
一
時
し
の
ぎ
と
か

人
気
取
リ
政
策
で
な
く
、
助
長
－
・
水

統
の
悟
祉
を
柱
と
し
て
行
き
ま
す
岨

膿
慣
陰
串
ｏ
＾
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
日

－
ド
の
着
工
と
完
成
に
つ
い
て
、
十

月
十
日
完
成
と
云
う
事
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
完
成

す
る
の
か
ど
う
か
。

　
次
に
、
小
招
農
道
の
推
進
、
第
一

期
工
事
は
完
成
Ｌ
た
が
、
第
二
期
工

恨
＝
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

次
に
、
柿
圓
地
区
第
十
一
組
十
二
舳

園
児
の
委
託
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

蕃
弁
内
容
〕

は
申
Ｌ
訳
な
く
お
詫
ぴ
致
し
ま
す
曲

＾
明
年
四
月
開
通
の
予
定
で
工
事
着
工
〕

　
小
沼
農
道
第
二
期
工
事
は
地
元
の

良
解
を
敢
付
け
次
第
着
工
し
た
い
考

え
で
す
、
＾
国
塵
補
助
の
接
渉
中
〕

　
境
保
育
園
へ
委
託
問
題
は
、
行
政

区
画
と
い
う
事
を
住
民
に
説
明
し
、

協
力
を
蛾
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

郷
田
’
司
■
■
　
心
に
潤
い
を
も
っ

た
豊
か
な
人
間
性
教
育
に
先
行
投
資

を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
曲
町
長
の
教

育
の
振
興
と
充
実
の
具
体
策
は
何
か

　
次
に
、
町
民
福
祉
の
問
題
で
郡
内

に
は
優
れ
た
医
師
、
設
備
の
病
院
が

少
な
い
。
県
立
病
院
の
分
院
誘
致
の

運
動
を
展
開
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
次
に
、
水
道
間
題
で
現
三
水
道
を

一
本
化
し
町
営
と
し
て
の
構
想
、
時

期
を
お
聞
き
し
た
い
由

　
次
に
文
化
活
動
の
育
成
と
文
化
財

保
護
に
つ
い
て
、
最
近
関
係
考
の
軽

力
に
よ
り
盛
ん
に
な
っ
た
。
将
来
の

育
成
の
た
め
力
を
入
れ
る
か
又
、
町

に
数
々
の
文
化
財
が
あ
る
が
、
そ
の

保
融
を
ど
う
し
て
行
く
か
。

　
次
に
、
自
然
保
謹
と
、
自
然
に
調

和
Ｌ
た
開
発
に
つ
い
て
、
三
ツ
峠
が

乱
開
発
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ル
マ
石
附

折
」
へ
県
営
青
少
年
グ
リ
ー
ン
日
ツ
ヂ

＾
仮
称
〕
を
誘
致
、
キ
ャ
ン
プ
等
を

つ
く
り
県
下
の
青
少
年
が
自
然
に
親

し
む
心
の
故
郷
に
し
た
い
が
ど
う
か
。

　
次
に
、
町
道
三
ツ
峠
線
の
拡
巾
は

住
民
の
最
大
要
求
で
あ
り
ま
す
回
早

急
に
着
手
す
ぺ
き
と
思
う
が
自

暮
弁
内
害
）

　
当
然
と
云
え
ぱ
そ
れ
ま
で
だ
が

学
校
運
営
で
必
要
な
お
金
は
、
ど
・
「

」
て
も
出
す
と
考
え
て
い
る
田
校
舎

に
雨
洩
り
す
る
、
自
分
の
家
の
雨
洩

リ
よ
リ
淋
し
い
で
は
な
■
い
■
か
。
千
算

は
と
ポ
あ
れ
修
理
か
先
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
社
会
教
育
に
つ
い
て
も
基

本
的
な
考
え
は
同
じ
だ
。
施
設
を
犬

事
に
す
る
事
が
、
姑
徒
に
間
接
的
な

教
育
と
思
う
。
将
来
に
も
貫
ぬ
■
い
て

行
く
考
え
で
あ
る
。

　
西
桂
町
へ
県
病
院
分
院
の
誘
致
は

用
地
、
道
路
等
重
要
か
問
題
で
あ
リ

　
耐
次
頁
に
続
く
…
…
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瑚
前
頁
よ
り

今
の
段
階
で
は
結
構
だ
と
申
し
上
げ

ら
れ
ま
せ
ん
事
を
了
承
願
い
た
い
。

　
水
道
問
題
は
、
三
水
道
を
統
合
し

施
設
改
善
等
に
最
善
を
尽
し
ま
す
曲

　
文
化
活
動
と
育
成
は
、
早
急
に
対

策
を
立
て
た
い
と
考
え
ま
す
古

　
三
ツ
峠
の
保
護
と
白
然
開
発
は
、

す
で
に
幾
つ
か
の
建
物
が
あ
り
、
造

成
開
発
問
題
に
規
制
は
あ
る
が
該
当

せ
ず
行
政
の
限
界
を
感
じ
て
い
る
。

今
後
は
、
住
民
の
協
力
を
得
監
視
監

民
誰
し
も
異
議
の
な
い
事
で
す
。
地

元
の
協
力
を
得
て
強
力
に
推
進
を
致

Ｌ
ま
す
。

豪
青
＾
答
弁
〕

　
文
化
活
動
の
育
成
と
文
化
財
保
謹

は
、
西
桂
町
に
は
西
桂
と
し
て
の
文

化
括
動
が
必
要
で
す
。
小
さ
い
も
の

で
も
将
来
に
向
い
育
て
、
盛
り
あ
が

っ
て
協
会
組
織
を
■
望
ん
で
い
る
。

　
文
化
財
は
、
県
の
歴
史
、
文
化
等

の
正
し
い
理
解
と
将
来
向
上
発
展
の

基
礎
だ
と
思
う
。
有
形
、
無
形
、
民

族
資
料
、
天
然
記
念
物
等
数
多
く
あ

る
、
保
護
す
る
施
設
〔
．
Ｙ
Ｌ
Ｏ
　
山

一
室
を
利
用
す
る
〕
等
の
完
備
を
望

ん
で
い
る
。

折
田
倣
一
＾
口
　
三
ツ
峠
線
の
拡
巾

は
郷
田
議
貝
よ
り
あ
り
ま
し
た
の
で

省
略
す
る
が
、
こ
の
路
線
は
、
生
楯
■

の
源
、
生
命
線
で
す
着
士
願
．
．
い
ま
す
。

　
河
原
纏
の
危
険
防
止
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
設
置
に
つ
い
て
、
す
で
に
、
尊

い
人
命
を
失
『
て
い
ま
す
。
危
険
箇

所
ば
か
り
で
あ
る
が
設
置
に
つ
い
て

意
見
を
聞
き
た
い
。

暮
弁
内
容
〕

　
質
間
の
と
お
り
危
険
を
感
ヒ
ま
す
。

こ
の
際
、
町
道
全
域
に
対
し
見
直
し

安
全
対
策
を
立
て
た
い
考
え
で
す
。

前
田
竈
俊
ｕ
口
　
保
育
科
の
軽
減
措

置
の
実
施
、
現
在
家
計
が
ひ
っ
ぱ
く

し
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉
法
の
国
の

徹
収
基
準
表
を
改
定
す
る
意
恩
が
あ

る
か
な
い
か
。

　
次
に
、
町
営
住
宅
建
設
、
若
者
は

親
元
か
ら
離
れ
な
い
処
で
生
活
を
と

の
要
求
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
坦
又
、

若
い
有
能
な
若
者
達
を
町
か
・
ｂ
出
さ

な
い
為
に
も
建
設
し
て
ほ
し
い
。

　
次
に
、
中
学
校
夜
間
照
明
設
置
、

ス
ポ
ー
ツ
が
高
ま
る
中
で
そ
の
必
要

性
が
叫
ぱ
れ
て
い
る
由
早
期
実
現
を

　
次
に
、
町
道
の
街
路
灯
設
置
に
つ

い
て
、
池
の
頭
線
、
小
学
校
裏
の
桂

川
橋
一
帯
。
桂
大
橋
前
後
が
暗
く
て

歩
行
困
難
で
あ
る
が
設
置
す
る
か
。

　
次
に
一
三
九
号
線
一
部
に
歩
道
設

置
、
中
銀
よ
リ
郵
便
局
ま
で
に
歩
道

が
な
い
が
、
歩
行
者
の
危
険
を
考
え

て
早
期
着
工
を
し
て
ほ
し
い
が
、
穣

樋
的
な
要
清
を
願
い
ま
す
。

奮
弁
内
審
）

　
町
立
保
育
派
に
対
す
る
保
育
料
の

減
額
措
置
婁
求
で
す
が
、
財
政
上
に

問
題
が
あ
る
。
設
立
当
初
で
運
営
程

度
が
確
黙
と
せ
ず
相
当
額
の
支
出
も

し
て
い
る
。
も
う
し
ぱ
ら
く
運
営
を

し
、
検
討
を
載
き
た
い
と
思
う
。

　
町
営
住
宅
建
設
の
件
で
す
が
、
案

と
し
て
は
立
派
だ
と
思
う
が
、
土
地

建
物
の
間
題
で
多
大
な
投
資
を
必
要

と
し
、
今
日
の
財
政
事
情
で
は
要
求

に
添
い
難
い
と
申
し
上
げ
ま
す
目

　
町
道
の
一
部
に
照
明
で
す
が
、
確

か
に
暗
い
遺
路
で
す
。
関
係
区
長
と

相
談
し
、
善
処
す
る
事
を
了
解
し
て

載
き
た
い
由
　
　
　
　
　
　
．

　
国
遣
の
一
部
歩
道
の
件
で
す
が
、

建
設
省
の
子
算
範
囲
と
い
う
事
で
今

日
一
部
が
残
っ
て
い
る
訳
で
す
が
、

関
係
老
の
協
力
を
得
、
適
応
し
た
歩

道
が
近
日
着
手
で
き
ま
す
曲

蓑
竈
，
答
弁
〕

　
中
学
校
校
庭
夜
問
照
明
設
置
は
、

昭
和
五
一
年
度
の
整
備
計
画
と
Ｌ
て

串
請
し
ま
Ｌ
た
。
規
模
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。

特
に
繊
維
業
界
は
苦
し
い
経
営
を
Ｌ

て
い
る
が
、
将
来
に
希
望
の
も
て
る

施
策
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
宙

　
次
に
、
保
育
所
通
園
パ
ス
設
置
の

考
え
は
な
い
か
。
家
族
送
迎
し
て
い

る
が
貴
重
な
時
問
を
費
し
て
い
る
が

ご
検
討
を
願
う
。

　
次
に
、
体
育
協
会
予
算
の
増
額
は

で
き
な
い
か
。
他
町
村
と
比
ぺ
当
町

は
少
な
い
の
で
増
額
の
必
要
と
思
う
。

　
次
に
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
建
設
に
つ
い

て
＾
五
十
一
年
環
境
整
備
玉
十
二
年

着
手
と
云
う
事
で
す
が
、
構
想
に
つ

い
て
現
地
説
明
を
聞
い
て
決
定
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

奮
弁
内
害
〕

　
不
況
対
策
で
す
か
、
行
政
の
粋
と

致
し
や
は
り
職
種
団
体
に
対
す
る
事

葉
補
助
程
度
と
い
う
制
約
が
あ
リ
、

前
に
も
述
ぺ
た
の
■
で
了
解
し
て
載
き

　
保
育
園
通
園
パ
ス
に
つ
い
て
は
、

ぱ
く
．
だ
い
な
経
費
と
危
険
を
伴
い
尚

運
営
に
無
理
と
い
う
観
点
を
考
え
ま

す
と
不
可
能
と
思
い
ま
す
。

　
体
育
協
会
予
算
増
額
は
、
四
九
年

に
増
額
し
た
の
で
、
本
年
は
必
要
な

縫
費
は
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

云
う
考
え
で
、
県
大
会
参
加
経
費
の

支
出
を
し
、
今
後
も
別
途
考
慮
す
る

考
え
方
で
進
め
て
行
き
た
い
。

　
尚
、
中
学
校
校
庭
ヘ
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
問
題
で
す
が
、
現
布
の
体
育
館
跡

へ
の
話
し
で
す
が
テ
ニ
又
コ
ー
ト
面

積
に
不
足
す
る
の
で
検
討
し
ま
す
。

新
田
欣
兵
竈
口
　
町
長
は
、
現
実
の

社
会
情
勢
の
中
で
町
政
全
般
を
見
直

し
、
極
め
て
長
期
的
展
望
を
し
て
行

き
た
い
と
申
さ
れ
た
が
、
具
体
的
展

望
と
は
、
例
え
ば
、
五
三
年
項
を
一

期
、
五
四
年
を
一
一
期
と
す
る
が
、
の

展
望
の
時
期
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
次
に
、
各
議
買
よ
り
地
場
産
業
の

振
興
で
数
多
く
質
問
さ
れ
、
そ
れ
に

対
し
町
長
が
並
々
な
ら
ぬ
努
力
で
不

況
対
策
に
取
り
紅
ん
で
い
る
事
が
判

リ
ま
し
た
が
、
商
工
会
、
繊
維
関
係

老
と
話
し
合
い
を
し
て
行
く
と
の
事

で
す
が
、
そ
の
方
向
に
出
発
し
た
か

（憤聚暴鮎 る議会議員さん）

金
を
補
正
増
額
し
積
極
的
に
そ
の
対

策
を
期
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

町
で
は
こ
の
対
策
に
共
鴫
す
る
意
恩

が
あ
る
か
ど
う
か
。

　
次
に
町
の
中
心
産
業
で
あ
る
　
繊

維
業
者
が
今
日
ま
で
支
え
ら
れ
た
の

は
半
機
半
農
を
見
逃
す
訳
に
は
行
き
．

ま
せ
ん
自
町
の
農
業
指
導
楠
極
策
を

聞
き
た
い
と
思
う
由

　
次
に
、
教
員
優
遇
対
策
を
し
て
先

生
の
定
着
確
保
を
図
リ
教
育
の
充
実

を
期
す
と
の
事
で
す
が
、
優
遇
対
策

と
は
何
か
坦

　
次
に
、
産
業
廃
棄
物
に
丁
い
て
、

町
に
該
当
工
場
が
ヨ
ー
４
あ
リ
ま
す
由

企
業
に
指
導
的
確
立
と
、
計
量
器
、

測
定
器
を
購
入
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

　
次
に
、
議
会
運
営
指
導
と
Ｌ
て
、

請
願
、
陳
情
を
本
会
議
に
上
程
、
委

員
会
に
付
託
し
、
委
員
会
で
活
動



５０ １１１月号｛５〕桂西竈

　
振
異
課

　
公
共
土
木
、
農
業
土
木
工
事
に
、

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
土
木
工
事
を
現
在
次
の
と
お
リ
施

工
い
た
し
て
お
リ
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
請
負
業
者
を
督
励
し
ま
Ｌ
て
出

来
る
限
り
御
迷
惑
が
な
い
よ
う
い
た

す
所
存
で
あ
リ
ま
す
が
、
工
事
の
都

合
上
止
む
を
得
す
通
行
に
支
障
を
き

た
す
場
合
又
河
川
工
事
の
た
め
長
期

問
流
水
を
止
め
る
場
合
等
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
犬
変
な
御
迷
惑
を
か

か
け
す
る
事
と
な
リ
ま
す
が
工
事
完

成
の
た
め
御
理
解
を
賜
り
御
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

工
○
名
及
ぴ
地
区
名

◎
倉
見
地
区

倉
見
前
田
東
海
戸
線
＾
堀
尻
〕
改
良

舗
装
工
事

（
鮎
一
廿
」
一
帥
詰
讐

◎
柿
園
地
区

小
、
沼
農
道
新
設
工
事
二
期
工
事
）

工
事
　
　
　
十
月
二
十
八
日
か
ら

二
期
工
事
を
引
続
い
て
三
月
三
十
日

ま
で
施
行
す
る
予
定

◎
駅
裏
線
舗
装
工
事

一
縁
ｖ
什
一
」
一
岬
詰
讐

◎
本
町
地
区

柿
の
木
線
改
良
舗
装
工
事

一
紙
一
廿
一
一
ザ
品
ギ

◎
上
町
地
区

揚
二
号
線
舗
装
工
事

一
湿
什
一
一
一
帥
詰
篶

◎
下
暮
地
地
区

滝
入
線
改
良
工
事
．

擾
什
昇
打
ギ

上
河
原
橋
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
工
事

一
鰐
）
廿
」
一
｝
詰
讐

各
工
事
に
つ
き
御
気
付
の
点
が
あ
リ

ま
し
た
際
は
振
興
課
ま
で
お
知
ら
せ

下
さ
い
。

北
竈
士
流
習
８
障
害
防
止
ウ
＾

◎
倉
見
地
区

渡
場
用
水
路
改
良
工
事

　
計
画
　
水
路
延
長
　
七
〇
〇
米

　
　
　
　
水
路
巾
　
　
　
二
米

（
渡
場
か
ら
白
山
神
社
前
ま
で
）

◎
本
町
、
柿
園
地
区

小
沼
用
水
路
改
良
工
事

　
計
画
　
水
路
延
長
　
五
〇
〇
米

　
　
　
　
水
路
巾
　
　
　
　
二
米

◎
本
町
、
長
命
橋
よ
リ
柿
園
、
富
士

急
鉄
橋
ま
で
一

北
富
士
演
習
場
障
害
防
止
事
業
は
国

、
県
の
積
極
的
な
施
策
に
よ
ｎ
皆
さ

ん
御
承
知
の
と
お
り
昭
和
四
十
六
年

度
よ
リ
町
内
倉
見
地
区
、
穴
口
用
水

路
、
渡
場
用
水
路
、
小
沼
用
水
路
工

事
が
施
工
さ
れ
て
お
１
〕
ま
す
。

現
在
各
用
水
路
に
土
砂
払
い
施
設
の

１
１
月
－
目
辞
令
交
付

　
西
桂
町
消
防
団
各
部
々
■
長
及
ぴ
役

員
は
１
０
月
訓
日
任
期
満
了
に
よ
り
退

団
さ
れ
、
新
部
長
、
役
員
が
そ
れ
ぞ

れ
選
任
さ
れ
ｕ
月
－
日
西
桂
町
公
民

館
に
お
い
て
武
藤
団
長
よ
り
辞
令
交

付
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

沈
砂
地
と
一
部
水
路
が
立
派
に
完
工

し
て
お
１
］
ま
す
が
引
統
い
て
用
水
路

の
改
良
工
事
を
陳
情
し
そ
の
効
果
を
・

高
め
る
よ
う
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

施
工
に
際
し
て
は
関
係
各
位
の
御
協

力
を
お
願
い
い
た
Ｌ
ま
す
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
回
■
ド

　
　
竈
殴
工
む
竈
工
に

　
　
　
　
　
な
リ
ま
Ｌ
た
…

　
広
報
八
月
号
に
■
て
お
知
ら
せ
い
た

Ｌ
て
お
り
ま
す
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
建
設
が
十
月
下
句
よ
り
着
工
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
五
十
年
度
計
画
は

白
山
神
社
前
か
ら
倉
見
農
道
に
接
す

る
地
点
ま
で
七
五
四
、
六
米
が
建
設

さ
れ
ま
す
坦
こ
の
工
事
計
画
は
十
月

十
日
体
育
の
目
ま
で
に
完
成
し
利
用

出
来
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
道

路
用
地
の
都
合
で
の
ぴ
て
お
リ
ま
し

た
が
来
年
＝
一
月
に
は
立
派
に
出
来
上

り
楽
し
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
出
釆
ま

す
御
期
待
下
さ
い
。

技
術
部

交
通
部
■

第
一
部

第
二
部

第
一
一
蔀

第
四
部

第
五
部

部
　
畏

副
部
長

部
　
長

副
部
長

給　副部
　〃 部
与　長長

給　副部
　川 ．部

与　長長

郷」ｌ１渡漉

田村辺辺

業　和規
精受原矩

給　副部
　川 部
与　長長

部
　
長

副
部
長

給
　
与

総　目１』部
　１１ 部

与　長長

滝権永仲
口守田野

白
井
　
　
勇

牛
田
　
　
茂

滝
□
新
一
朗

望
月
　
岩
雄

新
田
　
欣
兵

武漉漉」ｌ１

藤辺辺村

好利潅正
徳章明之

高佐堀高
尾野口橋

嘉清富茂
一明夫

梅渡小渡
原辺野辺

　康長菊
勲雄寿雄

幸文治正
雄夫男治

＾
審
査
調
査
〕
し
報
告
を
行
な
い
全

般
状
況
が
把
握
で
き
る
が
、
運
営
に

対
し
答
弁
と
指
導
を
願
い
ま
す
。

＾
町
邊
答
弁
〕

　
長
期
的
展
望
に
つ
い
て
甘
、
十
二

月
定
例
町
議
会
に
発
表
さ
せ
て
載
き

ま
す
由
た
だ
、
就
任
よ
り
日
浅
く
、

組
ん
で
あ
る
予
算
、
始
め
ら
れ
た
事

業
に
飛
ぴ
乗
っ
た
状
況
、
川
の
流
れ

て
い
る
方
向
に
、
進
み
乍
ら
で
解
決

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
事
情
を
了
解

し
て
ほ
し
い
。

　
商
工
会
、
織
協
と
の
話
し
合
い
を

各
個
か
、
含
同
か
の
形
で
推
め
ま
す
。

　
年
末
資
金
導
入
は
、
県
と
も
横
極

的
に
取
組
ん
で
ま
い
”
ま
す
曲

　
農
業
対
策
に
つ
い
て
は
、
農
道
・

水
路
の
蛙
備
政
策
を
堅
持
Ｌ
て
行
く

考
え
で
あ
り
ま
す
岨

　
教
員
優
遇
確
保
の
間
題
は
、
各
職

員
と
も
対
話
し
、
要
求
、
改
善
策
等

は
検
討
を
加
え
て
考
慮
を
す
る
。

＾
税
蠣
住
民
■
１
答
弁
〕

　
産
業
廃
棄
物
の
処
理
問
題
で
す
が

該
当
工
場
に
つ
い
て
、
屈
公
害
課
で

立
入
検
査
を
実
施
Ｌ
た
処
、
法
律
の

規
制
単
位
を
下
回
っ
て
お
り
完
全
処

岬
二
ら
ろ
貞
を
撤
告
し
ま
す
。

今
後
も
厳
重
な
る
監
督
、
指
導
を
行

な
い
き
れ
い
な
河
川
を
目
指
し
ま
す

＾
樽
鴉
口
＾
・
吝
弁
〕

　
議
会
運
営
は
、
西
桂
町
談
会
委
員

会
条
例
に
の
っ
と
り
進
め
て
載
き
ま

す
由
陳
情
関
係
は
、
執
行
部
完
決
、

議
会
の
譲
決
、
協
議
と
い
う
方
針
で

あ
る
の
で
了
承
願
い
ま
す
。



５０ ・ｎ月号１６〕広
．

町
長
と
青
牢
と
の

　
　
懇
　
峨
　
会

　
去
る
九
月
二
十
九
日
に
町

ｋ
は
ヒ
め
教
肯
肩
買
．
ｋ
、
教

叶
十
、
」
＾
を
圭
じ
え
青
年
約
二

十
名
が
山
席
し
た
、

一
青
年
活
動
の
現
況
と
今

■
後
の
方
針
由

一
町
政
に
望
む
こ
と
。

一
其
の
他
。

こ
の
こ
と
に
付
い
て
約
二
時

間
、
括
発
な
話
し
合
い
が
行

な
わ
れ
有
意
義
な
う
ち
に
懇

談
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
後
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
横
極
的
な
話
し
合
い
を
持

っ
て
少
Ｌ
で
も
明
る
い
町
づ

く
リ
に
貢
献
し
た
い
と
恩
っ

て
い
ま
す
。

「 ●
今
後
の
行
事
子
定

十
二
月
七
日
（
］
〕

　
　
　
オ
リ
ェ
ン
テ
ー
リ
ン

　
　
グ

三
月
上
旬
　
　
蓑
能
察

年
金
権
を
得
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
！

　
あ
な
た
は
莉
額
の
老
令
年

　
金
が
う
け
ら
れ
ま
す
か
？

　
満
額
の
年
金
を
う
け
■
る
た
め
に
は

加
入
期
閥
の
、
未
納
保
険
料
を
納
め

る
こ
．
と
が
必
要
で
す
。

　
最
低
の
条
件
と
し
て
は
保
険
料
を

お
さ
め
た
期
間
が
十
年
な
け
れ
ぱ
、

老
令
年
金
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
　
今
ま
で
に
保
険
料
を
お
さ
め

忘
れ
た
期
問
が
な
い
か
ど
う
か
一
度

確
認
Ｌ
て
み
る
必
要
が
有
り
ま
す
由

＾
後
の
テ
ヤ
ン
ス
・
特
別
納

付
は
十
二
月
一
二
十
一
目
ま
で

　
保
険
料
は
、
お
さ
め
る
月
か
ら
、

二
年
を
す
ぎ
る
と
、
時
効
に
な
り
ま

す
が
、
時
効
に
よ
り
お
さ
め
ら
れ
な

く
な
『
た
昭
和
四
十
八
年
三
月
分
以

前
の
期
間
に
つ
い
て
、
遡
っ
て
お
さ

め
る
こ
と
が
で
き
る
「
特
例
納
付
」

め
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
た
め
、
年

金
が
う
け
ら
れ
な
く
な
る
人
に
、
も

う
一
度
保
険
料
を
お
さ
め
る
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
、
満
額
の
老
令
年
金
を
う

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
特
別
も

う
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。
過
圭
に
滞

納
し
て
い
る
人
は
こ
の
機
会
に
必
ず

お
さ
め
て
お
き
ま
し
上
う
由

　
額
は
一
ヵ
月
九
〇
〇
円
。
お
さ
め

る
期
聞
は
、
今
年
の
十
二
月
末
日
ま

で
、
残
る
二
ヶ
月
が
年
金
権
を
得
る

最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

く
わ
Ｌ
い
二
と
ほ
役
幻
へ

　
特
例
納
付
に
よ
る
保
険
料
を
納
付

Ｌ
た
い
と
き
は
、
十
二
月
ま
で
の
、

分
割
納
付
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
国
民
年
金
に
関
す
る
こ
と

で
分
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
－
旧
民
年
金
胆
当
係
で
す
－

「
通
算
年
金
制
度
。

通
コ
　
と
　
は

こ
の
通
算
年
金
制
度
は
、
昭
和
一
一
一

と
と
も
に
発
足
し
、
そ
れ
ま
で
は
な

か
っ
た
い
ろ
い
ろ
の
年
金
制
度
の
加

入
期
問
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
．
で

一
定
の
加
入
期
聞
に
な
れ
ぱ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
か
ら
通
算
老
令
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

制
度
で
す
。

通
竈
さ
れ
る

　
　
　
　
八
つ
の
制
盧

一
、
国
民
年
金

二
、
厚
生
年
金
保
険

三
．
船
員
保
険

四
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合

五
、
地
方
公
務
員
共
済
組
含

六
、
私
立
学
校
職
員
共
済
組
合

七
、
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合

八
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

　
一
般
的
に
は
、
八
つ
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い
た
・
期
間
＾
被
保
険
者

ま
た
は
組
合
員
で
あ
っ
た
期
問
〕

が
通
算
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
国
民
年
金
に
任
意
加

人
で
き
る
人
が
、
加
入
Ｌ
な
か
っ
た

期
間
も
通
算
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
Ｌ
、
加
入
し
て
い
た
期
間
の

う
ち
次
に
あ
げ
る
も
の
は
通
算
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
由

一
、
国
民
年
金
に
加
入
し
。
て
い
た
期

　
問
の
う
ち
、
保
険
料
を
納
め
な
か

　
っ
た
期
間
＾
免
除
期
聞
を
除
く
〕

二
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
船
員
、

　
保
険
に
加
入
し
て
い
た
期
間
で
一

　
年
末
満
の
期
間

　
　
た
だ
Ｌ
、
一
年
末
満
の
期
問
が

　
二
回
以
上
あ
「
て
合
計
し
て
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
以
上
あ
れ
ぱ
通
算
さ
れ
ま
す
白

三
、
各
共
済
組
含
の
場
合
は
、
短
い

　
期
間
が
二
回
以
上
あ
っ
て
合
計
し

　
て
一
年
以
上
の
期
間
に
な
っ
て
も

　
通
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

四
、
厚
生
年
金
で
脱
退
手
当
金
を
受

　
領
し
た
期
聞

必
要
な
期
間

　
遭
算
さ
れ
る
期
間
の
合
計
が
、
国

民
年
金
を
含
め
た
場
合
は
二
十
五
年

そ
の
他
の
制
度
だ
け
で
は
二
十
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
通
算
年
金
制
度
が
実
施

さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
六
年
四
月
一

日
で
す
か
ら
、
■
そ
の
当
時
、
一
定
の

年
令
以
上
に
あ
る
人
は
二
十
年
と
か

二
十
五
年
の
加
入
期
問
に
な
る
こ
と

は
、
年
令
的
に
も
む
づ
か
し
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
は

そ
の
当
時
の
年
令
に
応
じ
て
十
年
か

ら
二
十
四
年
ま
で
に
短
縮
さ
れ
て
通

算
年
金
が
受
け
・
■
れ
る
よ
う
に
な
つ

て
い
ま
す
。



５０ ・１１月号１７〕桂

∴
二
教
育
短
信
」

　
．
Ｏ
教
育
委
員
会
の
構
成
決
る
。

　
　
婁
貝
長
　
　
　
小
林
金
雄
＾
新
任
〕

　
　
■
■
．
酎
職
務
代
理
　
湯
山
正
司

　
■
．
■
委
員
　
　
　
前
田
虎
雄
＾
新
任
〕

　
　
委
貝
　
　
　
　
渡
辺
種
美
＾
川
〕

　
　
委
員
＾
教
育
長
〕
渡
辺
逸
造

　
　
十
月
六
目
三
人
の
委
員
が
選
任
さ

　
れ
右
の
様
な
構
成
に
な
リ
ま
し
た
由

○
文
化
財
保
竈
委
口
決
る

　
十
一
月
一
日
付
で
次
の
方
々
が
文

化
財
審
議
会
委
員
＾
文
化
財
保
護
委

員
〕
と
し
て
教
育
委
貝
会
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
由

　
武
藤
晴
美
・
武
藤
隆
之

　
渡
辺
　
賢
・
滝
□
　
旭

　
前
田
税
太
郎

○
文
化
財
保
竈
の
あ
リ
方
に

　
　
つ
い
て
の
答
申
が
出
る

　
十
一
月
十
一
目
付
け
で
西
桂
町
の

文
化
財
保
讃
の
重
要
性
と
そ
の
保
護

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
西
桂
町
社
会

教
育
委
員
会
か
・
ｂ
諮
間
し
た
教
育
委

員
会
に
対
Ｌ
て
答
申
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
前
記
文
化
財
保
誼
委
員

を
中
心
に
具
体
的
に
事
業
か
展
開
さ

れ
ま
す
。
町
守
る
み
、
町
民
一
人
一

人
が
文
化
財
保
謹
の
実
践
者
で
あ
１
－

そ
れ
を
保
謹
し
、
後
代
に
伝
え
る
貫

任
が
あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

　
◎
中
掌
校
口
体
エ
■
旧
…
”

　
二
学
期
の
終
業
式
は
新
し
い
屋
内

体
育
館
で
と
、
現
場
は
今
最
後
の
詰

と
い
う
ど
こ
ろ
、
普
通
の
工
法
よ
り

も
三
ヶ
月
も
早
く
完
成
の
見
込
で
、

屋
外
の
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
な
い
三
学

期
は
広
い
屋
体
で
中
学
生
は
犬
い
に

跳
ね
ま
わ
れ
る
こ
と
で
し
上
う
。

二
ん
な
二
と
も
逮
反
に
な
リ
ま
す

新
し
い
公
職
選
挙
法

一
で
、

一
▽
　
国
、
県
、
市
町
村
の
選
挙
の
候

　
　
補
者

一
▽
　
同
ヒ
く
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す

　
　
る
者

一
▽
　
国
会
や
県
議
会
の
議
員
、
知
事

　
　
市
町
村
長
、
市
町
村
議
会
誠
員
な

　
　
ど
選
挙
に
よ
っ
て
公
職
に
つ
い
て

　
　
い
る
者

一
は
、
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を
す
る

一
こ
と
を
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

一
た
た
し
親
族
に
寄
附
す
る
こ
と
は

一
許
さ
れ
ま
す
。

　
清
潔
な
政
治
家
を
育
て
る
よ
う
に

有
権
者
■
も
心
が
け
ま
し
ユ
う
目

★
　
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
る
こ
と
。

★
　
結
婚
式
の
と
き
に
、
お
祝
い
の

　
お
金
や
品
物
を
贈
る
こ
と
由
　
＾
全

　
費
制
の
場
合
、
会
費
を
支
払
う
こ

　
と
は
さ
し
つ
か
え
あ
ｏ
ま
せ
ん
）

★
　
出
産
、
入
学
、
卒
業
、
就
職
な

　
ど
の
お
祝
い
に
、
お
金
や
品
物
を

　
贈
る
こ
と
。

★
　
開
店
祝
い
や
落
成
式
、
起
工
式

　
な
ど
の
と
き
に
、
花
輪
を
贈
る
こ

　
と
。
★
　
お
察
り
の
と
き
に
お
金
を
寄
附

　
Ｌ
た
り
、
酒
な
ど
を
届
け
る
こ
と

★
　
病
気
見
舞
の
と
き
に
、
お
金
や

　
品
物
を
贈
る
こ
と
。

★
　
旅
行
す
る
人
に
、
銭
別
を
贈
る

　
こ
と
日

★
　
お
葬
式
の
際
、
香
典
や
花
輸
・

　
供
物
な
ど
を
贈
る
こ
と
由

亡
　
町
内
会
や
老
人
会
な
ど
の
集
１
〕

　
に
、
お
金
を
寄
附
し
た
リ
、
食
事

　
や
酒
を
届
け
る
こ
と
。

★
　
町
内
会
な
ど
の
団
休
旅
行
の
際
一

　
弁
当
や
飲
物
を
さ
し
入
れ
た
リ
、

　
パ
ス
代
な
ど
の
費
用
を
負
担
す
る
一

　
こ
と
由

★
　
選
挙
区
か
ら
の
陳
情
者
な
ど
に

　
食
事
や
飲
物
を
だ
し
た
１
〕
、
お
み

　
や
げ
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
由

★
　
お
正
月
な
ど
の
来
訪
者
に
、
食
一

　
事
や
飲
物
を
だ
す
こ
と
曲

Ｏ
■
務
所
以
外
の
蜴
所
の

　
　
立
看
板
も
邊
反

板
も
規
制
さ
れ
ま
し
た
由

　
事
務
所
以
外
の
家
屋
、
田
ん
ぽ
や

空
地
に
、
　
「
Ｏ
Ｏ
後
援
会
連
絡
所
」

右
ど
の
立
札
・
看
板
を
出
す
こ
と
は

通
反
に
な
り
ま
す
。

Ｏ
；
打
ち
ポ
ス
タ
ー
も
邊
反

　
政
治
家
や
後
援
団
体
の
裏
打
ち
ボ
　
一

ス
タ
ー
も
規
制
さ
れ
ま
し
た
。

　
ポ
ス
タ
ー
を
、
ベ
ニ
ヤ
板
や
プ
ラ
一

ス
チ
ッ
ク
板
を
用
い
て
掲
げ
る
こ
と
　
一

は
違
反
に
な
り
ま
す
。



〕８｛５０ ・１１月号桂

〉
山
戸
登

ル＾。

住
民
登
録
人
口

　
　
　
四
〇
〇
〇
人

　
馳
年
９
月
皿
日
、
出
生
の
届
を
し

た
、
芦
沢
茂
義
・
秀
子
さ
ん
ご
夫
婦

の
長
男
　
真
二
君
、
，
そ
の
人
で
す
。

＾
誕
生
日
　
昭
和
５
０
年
９
月
６
日
〕

　
９
月
刎
目
西
桂
町
役
場
に
お
い
て

西
桂
町
住
民
登
録
人
□
四
〇
〇
〇
人

目
と
し
記
念
品
を
贈
リ
祝
福
致
し
ま

し
た
。５０５０５０４５４０３５ヨ４

１１　９　１　１　１　－　１，

月月月月月月月
　１８　　　　＾〔
　　日　．　　　分昇

三
、
八
八
四
人

三
、
九
八
一
人

四
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
人

一
一
一
、
九
九
五
人

（町長に抱かれた真二君１

秋
季
火
災
予
防
運
動
実
施

え
る
に
あ
た
り
、
県
民
一
人
一
八
の

■
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
、
火
災
の

発
生
防
止
と
人
命
損
傷
事
故
の
絶
滅

不
燃
物
＾
金
属
、
．
ガ
ラ
ス
．
・

　
　
　
　
陶
器
く
ず
）
の
収
＾

は
毎
邊
水
喀
で
す
　
ｎ
月
か
ら

可
燃
物
は
従
来
ど
お
ヅ
毎
週
月
・
木

曜
日
。

不
燃
物
は
透
明
ポ
リ
袋
へ
、
可
燃
物

は
紙
袋
へ
入
れ
て
き
ち
ん
と
早
や
め
・

に
出
し
て
下
さ
い
。

を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

期
問
　
十
一
月
二
十
六
唱
よ
１
〕

　
　
　
十
二
月
二
日
ま
で

統
一
標
語

幸
せ
を
明
日
に
つ
な
ぐ

　
　
火
・
の
始
末
／

◎
わ
が
ま
の
防
火
膨
断

　
た
ぱ
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ぱ
こ

の
防
止
・
暖
房
器
具
の
安
全
点
検
・

ガ
ユ
器
具
の
正
し
い
使
い
方
と
点
検

老
人
、
幼
児
、
病
人
の
就
寝
場
所
の

安
全
点
検
・
消
化
用
具
の
準
備
と
習

躰
し
た
使
い
方
。

期
間
中
毎
夜
九
時
に
サ
イ
レ
ン
吹
鴫

せお

イン７ルエンザ
　予防接種（第１回〕
午後１時３０分一２時
対象　　保育園児
場所　　西桂町保育所

乳　児　検　診
午後１時３０分一２時
対象児　５０年１ ．２ ．６ ．７ ．９ ，１０月生まれ

場　所　西桂町役場

イン７ルエンザ
予防接種｛第２回
午後１時３０分一２

対象児　保育岡 ■尼

場所　　西桂保育

「
国
保
モ
デ
ル

　
　
地
区
事
讐

◎
償
康
を
考
え
る
会
開
催

■
十
月
十
六
日
に
県
国
保
課
、
保
健
所

　
町
、
保
健
指
導
医
、
町
内
各
層
代
表

　
計
帥
人
が
集
リ
町
民
の
健
康
に
つ
い

　
て
真
剣
に
討
議
し
ま
し
た
。

　
町
へ
の
要
望
も
多
々
あ
り
、
ご
意
見

　
を
基
に
町
で
も
強
力
に
事
業
を
推
進

し
て
行
き
ま
す
。

　
串
体
力
づ
く
り
に
は
げ
み
ま
し
ょ
う

　
｝
病
気
の
予
防
及
ぴ
自
分
自
身
の
健

　
康
状
態
の
確
認
を

　
　
各
予
防
接
種
、
各
種
検
診
、
衛

　
　
生
学
習
会
は
受
け
ま
し
上
う
由

■
自
分
の
健
康
管
理
に
勢
力

仁
康
－
星
つ
リ
関
催
１
０
月
引
日

　
　
＾
保
健
所
、
町
、
愛
育
会
主
催
一

体
力
測
定
、
各
種
検
診
、
健
康
相
談

レ
パ
ー
料
理
試
食
、
各
種
展
示
等
、

来
場
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
種
検
診
受
診
　
延
一
一
一
七
九
人

　
各
体
力
測
定
　
　
延
四
五
三
人

　
『
正
Ｌ
お
腱
ぴ
藪
Ｌ
皇
す
。

　
八
月
号
の
役
職
員
名
簿
中
、
公
平
委

員
会
委
貝
に
相
沢
貫
治
氏
を
入
れ
て
下

さ
い
＾
退
佳
者
前
田
久
光
氏
〕

小
口
資
金
を

ご
利
用
下
さ
い

昭
和
五
〇
隼
十
一
月
末
現
在
＾
見
込
〕

一
貸
出
　
額

一
残
り
限
度
額

二
百
九
十
一
一
万
円

一
千
五
十
八
万
円

　
申
Ｌ
込
み
方
涼

一
金
額
最
高
五
〇
万
円
ま
で

一
保
証
人
　
二
〇
万
円
以
上
二
人

　
　
　
　
　
二
〇
万
円
以
下
一
人

一
期
間
二
午
月
措
置
の
十
回
返

　
　
　
　
済
の
一
ヶ
年
で
す
由

　
以
上
に
注
意
し
、
毎
月
十
五
日
ま

で
に
商
工
会
へ
御
申
し
込
み
下
さ
い
。

気
軽
に
利
用
で
き
る
資
金
融
資
で
あ

り
ま
す
凸

　
尚
　
こ
の
資
金
は
、
小
□
資
金
融

資
審
査
会
で
、
実
状
調
査
及
ぴ
書
類

審
査
が
行
な
わ
れ
貸
出
の
適
否
を
決

定
し
、
保
証
協
会
の
保
証
書
を
付
け
・

山
梨
中
央
銀
行
よ
り
融
資
致
し
ま
す
由

昭和５０年ｎ月１日現布

西桂町の

９９５．３人口

８９２世帯


